
1988年出上の木簡

丘奮

。
玉
手
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
玉
手
字
鹿
谷
道

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
一
一
月
ぞ

一
九
八
九
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
を

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

玉
手
遺
跡
は
姫
路
市
大
井
川
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
所
在
す
る
。
発
掘

調
査
は
、
姫
路
市
西
郊
の
玉
手
村
の
南
外
れ
に
都
市
計
画
道
路
亀
山
線
の
建
設

が
計
画
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
一

部
に
お
い
て
実
施
し
た
。

遺
跡
は
、
調
査
区
の
西
半
部

が
微
高
地
、
東
半
部
が
低
湿
地

で
、
前
者
か
ら
掘
立
柱
建
物
、

溝
、
土
羨
等
を
、
後
者
か
ら
部

分
的
な
護
岸
石
列
等
を
検
出
し

た
。出

土
遺
物
は
、　
一
五
世
紀
代

を
中
心
と
し
、　
一
部

一
六
世
紀
に
及
ぶ
備
前
焼
を
は
じ
め
と
す
る
国
産
陶
磁
器
、

中
国
製
磁
器
、
須
恵
質

・
土
師
質

・
瓦
質
等
の
日
常
雑
器
の
他
、
漆
椀

・
滑
石

製
石
禍

・
硯

・
呪
符
木
簡

（
一
点
）
。
須
恵
質
の
仏
像

・
卒
塔
婆
状
木
片
等
が
あ

呟０
。遺

跡
の
性
格
と
し
て
は
、
集
落
跡
と
し
た
が
、
中
世
の
居
館
、
寺
院
等
の
可

能
性
も
残
っ
て
い
る
。

呪
符
木
簡
は
、
低
湿
地
へ
数
メ
ー
ト
ル
入
り
込
ん
だ
、
や
や
深
み
の
個
所
か

ら
直
立
し
て
検
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
木
簡
直
下
に
は
、
直
径
三

伽
前
後
の
杭
状

の
竹
が
や
は
り
直
立
し
て
遺
存
し
て
お
り
、
木
簡
の
下
端
部
が
こ
の
竹
に
何
ら

か
の
方
法
で
固
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
木
簡
の

使
用
法
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

□

　

〔匹
ヵ
〕

（符
篠
）
兄
急

々
如
律
令
□
□
□

〔酔
濯
神
□
也
□

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

∞
∞
Φ
×
〕
∞
×
¨
　
〇
岸
Φ

「水
神
」
の
二
文
字
に
加
え
て
、
現
状
で
も
豊
潤
な
湧
水
の
認
め
ら
れ
る
低

湿
地
内
よ
り
、
使
用
状
況
を
そ
の
ま
ま
留
め
る
形
で
出
土
し
た
事
実
に
鑑
み
、

本
呪
符
木
簡
の
祈
願
す
る
と
こ
ろ
が
、
雨
乞
あ
る
い
は
止
雨
等
の
水
と
密
接
に

関
わ
る
こ
と
で
ぁ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

な
お
木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏
氏
の

(姫 路)



御
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

姫
路
市
文
化
財
保
護
協
会

『
文
化
財
だ
よ
り

第
二
二
号
』

盆

九
八
九
年
）

（山
本
博
利
）




